
契 約 締 結 日 ： 年 月 日利 用 規 約

第 １ 条 .（ 目 的 ） （ 株 ） オ ー ル ラ ン （ 以 下 「 甲 」 と い う 。 ） は 、 契 約 を 締 結 し た 者 （ 以 下 「 乙 」 と い う 。 ） に 対 し 、 乙 が 指 定 し た サ ー ビ ス （ 以 下 「 本 サ ー ビ

ス 」 と い う 。 ） を 所 定 の 料 金 に よ り 提 供 す る も の と し ま す 。 な お 、 回 線 の 増 減 、 番 号 変 更 、 オ プ シ ョ ン の 追 加 等 の 場 合 の 契 約 内 容 は 本 契 約 に 準 ず る も の

と し ま す 。

第 ２ 条 （ 契 約 の 成 立 ） 本 契 約 は 、 乙 が 本 契 約 書 に 定 め る 各 条 項 を 承 諾 し 、 署 名 捺 印 （ 但 し ､止 む を 得 な い 事 情 が あ る と き に は 捺 印 を 省 略 で き る も

の と す る 。 ） し た 本 契 約 書 及 び 身 分 証 明 を 弊 社 に フ ァ ッ ク ス 若 し く は E-MA I L送 信 、 ま た は 郵 送 し 弊 社 に 到 達 し た 時 点 、 若 し く は 手 渡 し に よ り 甲 が 受

領 し た 時 点 に お い て 成 立 し ま す 。

第 ３ 条 （ サ ー ビ ス の 開 始 ） 本 サ ー ビ ス は 、 本 契 約 締 結 と 共 に 、 乙 が 所 定 の 契 約 時 費 用 （ 月 額 基 本 料 金 、 保 証 金 、 契 約 金 、 工 事 費 等 ） を 甲 に 送 金

し 、 甲 が こ れ を 確 認 し た 後 に 開 始 し ま す 。 但 し 、 サ ー ビ ス 開 始 に あ た り 工 事 を 必 要 と す る 場 合 は 工 事 終了 後 に サ ー ビ ス 開 始 と な り ま す 。

第 ４ 条 （ 費 用 の 支 払 い ） 乙 は 甲 に 対 し 、 所 定 の 契 約 時 費 用及 び 所 定 の 月 額基 本 料 金 、 利 用 料等 を 所 定 の 期 日 ま で に 甲 が 指 定 す る 金 融 機 関 口 座

へ 振 り 込 み に て 支 払 う も の と し ま す 。

第 5条 （ 遅 延 損 害 金 ） 乙 の 甲 に 対 す る 費 用 等 の 支 払 い が 所 定 の 支 払 期 日 を 遅 延 し た 場 合 は 、 乙 は 甲 に 対 し て 支 払 う 費 用 に 支 払 期 日 の 翌 日 よ り 年

1４ . 0％ の 割 合 に よ り 遅 延 損害 金 を 追 加 し て 支 払 う も の と し ま す 。

第 6条 （ 禁 止 事 項 ） 乙 は 、 犯 罪 行 為 、 法 令 違 反 行 為 、 そ の 他 社 会 的 に 非 難 さ れ う る 行 為 の 目 的 の た め に 本 サ ー ビ ス を 利 用 す る こ と を 禁 じ ま す 。 ま

た 、 他 の 会 員 に 迷 惑 を 及 ぼ す 行 為 も 禁 止 と し ま す 。 住 民 票移 動 、 ク レ ジ ッ ト カ ー ド 取 得 、 金 融 業 の DMも 禁 止 し て お り ま す 。

第 ７ 条 （ 機 密 保 持 ） 乙 は 、 本 契 約 に よ っ て 知 り 得 た 各 種 情 報 等 を 第 三 者 に 漏 洩 す る こ と を 禁 じ ま す 。 同 様 に 甲 も 乙 の 情 報 等 を 第 三 者 に 漏 洩 し な い

も の と し ま す 。 但 し 捜 査 機 関等 の 正 式 な 申 し 入 れ に よ る 正 式 な 法 的 手続 き に 基 づ く と き は こ の 限 り で は あ り ま せ ん 。 ま た 本 契 約終 了 後 も 同 様 と し ま す 。

第 ８ 条 （ 停 止 と 解 約 ） 乙 、 甲 と も に 、 1ヶ 月 前 ま で に 規 定 の 様 式 に よ る 文 書 に て そ の 予 告 を し な け れ ば な ら な い も の と し ま す 。 但 し 、 月 途 中 で の 解 約

は で き な い も の と し 、 そ の 場 合 は 翌 月 末 日 の 解 約 と な る も の と し ま す 。 ま た 、 本 契 約 が 甲 の 都 合 に よ り 解 約 さ れ た 場 合 に は 、 既 に 受 領 済 み の 費 用 は 日

割 り で 計 算 し 返 還 し ま す が 、 乙 の 都 合 に よ り 解 約 さ れ た 場 合 に は 、 甲 は 既 に 受 領 済 み の 費 用 は 返 還 し な い も の と し ま す 。 な お 、 乙 が 次 の 各 号 を 一 つ で

も 該 当 す る 時 は 、 甲 は 予 告通 知 を 要 せ ず 本 サ ー ビ ス を 停 止 及 び 解 約 す る こ と が で き る も の と し ま す 。

1 )甲 の 営 業 に 支 障 を 生 ぜ し め 、 ま た は 、 そ の 恐 れ が あ る と き 2 )所 定 の 料 金 そ の 他 を 甲 金 銭 貸 務 の履 行 を ５ 日 以 上 滞 納 し た と き

3 )虚 為 、 詐 欺 等 の 手 段 で サ ー ビ ス の 提 供 を 受 け た こ と が 判 明 し た と き 4 )当 サ ー ビ ス に 対 し 、 第 三 者 よ り 強 制 執 行 ・ 保 全 処 分 等 の処 置 が な さ れ た と き

5 )違 法 行 為 、 ま た は 社 会 正 義 と 意 思 に 反 す る 行 為 、 そ の 他 公 序 良 俗 に 反 す る 行 為 が あ っ た と き

6 )当 サ ー ビ ス の 権 利 を 第 三 者 に 転 貸 ・ 譲 渡 、 ま た は 債 権 上 の ト ラ ブ ル が 判 明 し た と き 7 )規 約 第 8条 の 停 止 期 間 が 7日 以 上 経 過 し た と き

8 ) I P電 話 の 偽 造 、 ま た は 不 当 に 手 を 加 え る 等 不 適 切 な 取 扱 い を し た 場 合 ９ )SMS , iモ ー ド メ ー ル な ど の 不 特 定 多 数 へ の 大 量 送 信 す る ス パ ム メ ー ル 行 為 を 行 っ た と き

１ ０ ） 乙 が 本 規 約 に 違 反 し た と き

第 ９ 条 （ 届 出 事 項 の 変 更 ） 乙 の 名 称 、 代 表 者 、 住 所 、 連 絡 先 、 他 、 契 約 内 容 事 項 に 変 更 が 生 じ た 場 合 、 乙 は 速 や か に 甲 に 届 け る も の と し ま す 。

第 １ ０ 条 （ 免 責 ） 乙 は 、 本 サ ー ビ ス に 関 る す べ て の 責 任 （ 刑 事 、 民 事 事 件 等 ） を 負 う も の と し 、 甲 は そ の 責 任 を 一 切 負 わ な い も の と し ま す 。 ま た 、 天

災 地 変 、 停 電 、 電 話 線 不 通 、 シ ス テ ム 機 器 等 の 故 障 の 場 合 や 、 郵 便 物 ・ 宅 配 荷 物 等 が 甲 以 外 の 場 所 や 輸 送 過 程 で 遅 延 、 紛 失 等 に 遭 遇 す る な ど

甲 の 責 務 に 帰 さ な い 不 可 抗 力 に よ り 本 サ ー ビ ス の 提 供 が 不 可 能 と な っ た 場 合 、 乙 は そ れ に よ っ て 生 じ た 損 害 を 甲 に 請 求 せ ず 、 甲 は そ の 責 を 一 切 負

わ な い も の と し ま す 。

第 １ １ 条 （ 保 証 金 等 の 償 却 ） 乙 が 甲 に 支 払 っ た 保 証 金 等 の 金 額 は 、 本 契 約 解 消 後 2ヶ 月 を 経 過 し た こ と に よ っ て 甲 に お い て 償 却 処 理 す る こ と を 乙 は

あ ら か じ め 承 諾 す る も の と し ま す 。

第 １ ２ 条 （ 管 轄 裁 判所 ） 利 用 規約 に 関 し 、 何 ら か の 紛 争 が 生 じ た 場 合 、 東 京 地方 裁 判所 を 管 轄 と し ま す 。

第 １ ３ 条 （ 最 終 確 認 ） 甲 が 提 供 す る サ ー ビ ス に お い て 契 約 以 外 の ト ラ ブ ル に 関 し て は 、 一 切 責 任 を 負 わ な い 。 甲 、 乙 間 は 本 契 約 の サ ー ビ ス 利

用 の 目 的 は 、 違 法 な こ と で 利 用 す る も の で な い こ と を 確 認 し た 。

(甲 ) Ａ Ｃ Ｐ レ ン タ ル 連 絡 先 ： TEL 03-5980-8320 FAX 03-5980-8321株式会社 オ ール ラ ン

印 連 絡先(乙 )


